
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■司会進行 浅野文夫 SAA 

Ｊリーガ－ 鳥海晃司さんと<20> 全員集合 
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編  集   勝 呂 泰 樹 
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ＲＩ会 長  バ リ－・ラ シ ン 
地区ガバナ－ 橋 岡 久 太 郎 
ガバナ－補佐 吉 野 和 弘 
 

◆点鐘   渡邉元貴会長  
       １２時３０分 
◆国歌斉唱「君が代」 
Ｒソング「奉仕の理想」  

◆出席     会員 50名 
  出席 37名・欠席 13名 
◆出席率    77.08 % 
 

◆前々回出席率 73.33 %  修正後出席率 82.60% 
◆欠席者【敬称略】     
石渡正明・齊藤新一・嶋津正和・鈴木秀幸 
三沢 猛・叶川博章・鶴岡大治・林田謙志 
濵田昌己・藤野宏冶・堀内正人 

 
◆メ－クアップ【敬称略】 
 ・12/5 理事会  
     渡邊元貴 大澤藤満 加藤智生 松岡邦佳 
     大里光夫 藤永範行 石渡雄悟 浅野文夫 
     林孝二郎 渡邊愼司 
◆誕生祝【敬称略】 
・11/29 渡邉元貴 
 
◆結婚祝【敬称略】 
・11/15 藤永範行 
・11/24 塚本秀夫 
・12/3  吉田和義 

お誕生日 
おめでとう！ 

 

 

 

 

本日のプレゼンタ－は副会長です。 



■ゲスト・来訪ロ－タリアンのご紹介渡邊元貴会長 
・鳥海晃司様 

【ジェフユナイテッド】 

・高梨智久様 

【ジェフユナイテッド】 

・長嶋沙也香様 

 【木更津総合高校顧問】 

・上野風月

ふつき

さん 

【木更津総合高校】 

・鈴木胡羽瑠さん 【木更津総合高校】 

・木幡彩乃さん  【木更津総合高校】 

 

■第 31 回インタ－アクト国外研修生 
        帰国のご挨拶 
 青少年奉仕委員長         吉田和義会員 

 

木更津総合高等学校インターアクト部よ

り国外研修帰国報告をいたします。  

 

 

 

 
・顧問 長島 沙也香先生 
 インターアクト部の部員４名が、１１月９日～１２日にか

けて国内研修に行って参りました。高校生が海外に行くこ
と、その場所で現地の人と交流することというのは、やっ
てみたいと思ってもなかなかできることではありません。 

 みなさんのご支援があったからこそ、生徒たちは他の高校
生が経験できないような貴重な機会を得ることができまし

た。ありがとうございました。 

・2 年生 上野 風月さん 
 今年の国外研修では、昨年と比べて訪問先が多く、台湾の

文化について説明を聞く機会も多かったため、より多くの
ことを学べました。また、現地のインターアクターと国境
を越えた友情を築き上げることもできました。 

 今後、この学びをより多くの人に伝えていければ良いなと
思っております。 

・1 年生 鈴木 胡羽瑠さん 
 私は今回の国外研修で「積極的に話す」ということが目標

でした。最初はなかなか話しかけることができなかったけ

れど、グループの子たちが積極的に話しかけてくれたので、
たくさん話すことができました。今回の国外研修ではたく
さんの場所に行き、台湾の食べ物・建築物の特徴など知る
ことができました。台湾の人たちはとても親切で、充実し
た４日間が過ごせました。ボランティア活動を通して、い
ろいろな人と交流を行いたいと思いました。 

・1 年生 木幡 彩乃さん 
 まずは、国外研修といった若い人たちが成長できる場を設

けて下さり、ありがとうございます。私は初めての海外と
いうこともあり不安でしたが、長谷川さんを始めとした
方々のお陰で、充実した四日間を過ごすことができました。

今回の国外研修に参加したことで、台湾と日本が良い関係
を築いていることや、台湾の人の優しさを知ることができ

ました。班行動では現地の子の細かな気づかいや、私たち
を楽しませてくれる姿には尊敬しました。何か忘れかけて
いたものを、思い出させてくれた気がします。台湾での日々
は新鮮で温かく、日本では味わうことができないことだら
けでした。私は国外研修に行く前に、積極的に行動したい

と決意しました。実際には現地の子の勢いに乗って、自分
からというのは達成できませんでした。ですので、今後こ
ういった場があれば積極的に行動をしていけたらと思いま
す。私は今回国外研修に参加したことで、大きく成長する
ことができました。活かせることは活かして、今後の生活
を豊かにしていきたいと思います。 

 

■年次総会議長  渡邉元貴 会長 
 
◇定足数報告 クラブ管理運営委員会 
会員５０名、本日の総会出席者３５名。定足数
を満たしていることを報告いたします。 
 

◇議案上程  指名委員会 
             豊田文智委員長 
木更津東ロ－タリ－クラブ細則第 9 条の規定
に基づき、先の例会で告知しましたが、今年
度の副会長の交代並びに次年度副会長・会
計・副幹事及び 5 名の理事候補者を改めて発
表いたしますので、審議の程宜しくお願いい 

たします。敬称は略させていただきます。 

・今年度副会長交代 
 足立宗禅会員から松岡邦佳会員 
【次年度】 

・副会長 渡邉愼司会員・会 計 石渡雄悟会員 
・副幹事 近藤直弘会員 

・理 事 林孝二郎会員 内田 重会員 
    山中 恵会員 塚本秀夫会員 

     鶴岡大治会員 

      
■会長挨拶・報告           渡邉元貴会長 
 
当社の施設のイルミネーションが始まりました。このイル

ミネーションを設営してくれるのは社員さんです。営繕係と
いう部署がありまして、部署の平均年齢は７５歳くらいでし
ょうか。最高齢は９０歳です。週 3~4 日働いていただいていま
す。とてもお元気です。若い社員はこの９０歳の万年青年に
大変刺激を受けています。 
さて、昨日テレビを何気なく見ていましたら、８６歳の三

浦雄一郎さんが来年１月にアルゼンチンのアコンカグア（標
高６９６２メートル）登頂を目指すというニュースが放送さ
れました。三浦さんといえば、弊社が創立２０周年を迎えた
年にここアカデミアホールで公開対談を開催した際に、メイ
ンスピーカーとしてお越しいただきました。その際に、強烈
に印象に残っていることが三つあります。一つ目は、三浦さ
んはシンポジウムの席上、「８５歳でもう一度エベレストを目
指す」とおっしゃったことです。三浦さんには、「もうこれで
よい」ということがないのです。人生、死ぬまで挑戦、今回
のニュースは有言実行の生き方のお手本を示してくれていま
す。その後も、三浦さんは、あちこちで８５歳でのエベレス
ト再登頂の夢を発信し続けました。これは、身分職業拘わら
ず私ども後進に大きな勇気を与えるものとなりました。モチ
ベーションは何か。「そんなものはありません。ただ、やるだ
け。」とお答えになったと思います。そして、二つ目はお食事
をご一緒させていただいたときに気付きました。畳の部屋で
お食事をしたのですが、入り口で三浦さんが脱いだ靴を揃え
ようとしたときです。私はその靴の重さにびっくりしました。
先生に「重いですね。何キロあるのですか」と尋ねると、「片
方の靴だけで７キロです」と。特注のトレーニングシューズ
で錘が埋め込まれていたのです。（びっくりしたので数字が間
違っているかもしれません。もしかしたら、５キロだったか
もしれません）また、リュックサックの中にもお米が入って
いて、アカデミアホールの階段を昇ってくるだけで汗が噴き
出るほどでした。「お荷物、お持ちします。」と申し出ました。
すると、「大丈夫です。トレーニングですから。」とおっしゃ
いました。腿の筋肉は、若者以上で年齢とはかけ離れていま
した。目標に向かって常に地道な努力が必要なのです。 
三つ目は、三浦さんの遺伝子です。詳しくはお話されませ

んでしたが、人間の行動特性と遺伝子の相関関係を調べる研
究があるそうです。たとえば、高いところから飛び降りたり
するのが大好きな人には、特定の遺伝子レベルの共通点があ
る。鋸山でさえ息切れしてしまう私にとって、８０歳でエベ
レストに登ろうとお考えになる三浦さんの遺伝子は、きっと
特別にできていると思いました。ところが、三浦さんの遺伝
子はご家族含めてごく一般的な日本人のものと同じだったと
いうことでした。三浦さんも、私も、遺伝子レベルでは同じ



なのか。。。これには、大変勇気をいただいたのを思い出しま
す。 
当社の、最高齢９０歳の社員は、イルミネーションの時期

になるとその準備に大忙しです。寒い北風の吹く中、鼻水を
垂らしながら飾り付けをしてくれます。東京ドイツ村とは比
べものになりませんが、不器用ながら設営されたイルミネー
ションに人生のお手本を重ねてみる思いがいたします。 

 
■幹事報告     大里光夫幹事 
1.幹事報告 
1) 本日例会終了後、第６回定例理事会を開催
いたしますので該当役員の出席をお願いい
たします。 
2.他クラブからのお知らせ 
1) 富津中央 RC より「例会変更のお知らせ」

が届いておりますので回覧いたします。 
3.その他のお知らせ 
1）新日鐵住金かずさマジックより「2018 年新日鐵住金かず
さマジック納会のご案内」が届いておりますので回覧いた
します。 

2）一般社団法人比国育英会バギオ基金より「2017 年度事業
報告書及び寄付のお願い」が届いておりますので回覧いた
します。 

4.回覧 
・富津中央 RC より「例会変更のお知らせ」 
・新日鐵住金かずさマジックより「2018 年新日鐵住金かずさ
マジック納会のご案内」 

・一般社団法人比国育英会バギオ基金より「2017 年度事業報
告書及び寄付のお願い」 

 

■委員会報告 
 ◇ロータリ－の友 12 月号 

雑誌担当副委員長  山中 恵会員 
 

「12 月は、疾病予防と治療月間です」 

Ⅰ、横組み 
１、「３Ｐ～１５Ｐ」 特集―知的好奇心に
火を付けろ―子どもサイエンス実習 
「なぜ？」「どうして？」の好奇心に日々満
ち溢れている子どもたち。これらの疑問に

耳を傾け、興味を広げて学習意欲を向上させようと、理
科系の教育支援が行われています。技術立国ニッポンの
将来を見据えた、ロータリークラブの活動内容を紹介し
ます。 

（１）楽しくなけりゃ理科じゃない。―吉川ＲＣ―Ｐ８ 
（２）国際的な感性を育てたい。―大津東ＲＣ―Ｐ１０ 

（３）ものづくりの楽しさを伝えたい―清水ＲＣ―Ｐ１
２ 

（４）子どもも楽しい、私たちも楽しい―函館五稜郭ＲＣ
―Ｐ１３ 

（５）世界に貢献する科学者を育てたい―野々市ＲＣ―Ｐ
１４ 

（６）氷と塩でアイスクリーム作り―花巻ＲＣ―Ｐ１５ 

 
◇ニコニコボックス  クラブ管理運営委員会 

       石渡雄悟会員 
・渡邊元貴会長 

今年の誕生日は家内に贈物を贈りま し
た。ビミョウな顔をしていました。 
・塚本秀夫会員 
先日、結婚記念日の花束をいただきありが
とうございました。妻も一日ニコニコして

いました。私は弁護士ですが、女性にとって花束は愛情の
消滅時効の中断効果があると実感しました。 

・藤永範行会員 
 11 月 15 日結婚祝いの花束ありがとうございます。単身中の
私にとっては毎年送って頂けるロ－タリ－クラブは神で
す！ 

・吉田和義会員 
 夫婦そろって忘れていました。花束がこなければ、そのま
まスル－でした。 

・近藤直弘会員 
 本日はジェフユナイテッド市原千葉の鳥海晃司選手の卓話
です。木更津初のＪリーガ－これから応援お願いします。 

 

・栗坂禎一会員 

 先週の渡辺コ－チの講話、ご清聴ありがとうございました。

彼の話を聞いて私自身も改めて彼のファンになってしまい

ました。明日 6日君津のハミルトンホテルで「かずさマジ

ック」の納会が行われます。どうぞ皆様もお越し下さい。 

PS.先週お渡ししたマジックの会員募集もやっています。宜
しくお願いします。 

・吉田和義会員【再度】 
 総合高校の皆様は、みのりある研修となったようでうれし

く思います。 

 

■例会アワ－              
テ－マ   「いままで、そしてこれから！！」 

 卓話者  わが木更津(まち)出身の若きヒ－ロ－ 
         Ｊリーガ－鳥海晃司 様 

 
◇クラブ管理運営委員会  

担当 近藤直弘会員   
 
クラブ運営委員会プログラム担当近藤で

す。それでは本日の卓話者であります、ジ
ェフユナイテッド市原千葉 DF 鳥海晃司氏

をご紹介させていただきます。「わがまち（木更津）出身の若
きヒーロー いままで、そしてこれから」鳥海選手、高梨さ
んよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

-対 談‐ 
コ－ディネ－タ－ 

   高梨智久様   ジェフユナイテッド経営企画部 

 
「皆さんこんにちは、JEF ユナイテッド市原千葉のホームタウ

ンという地域の担当をしております高梨といいます。本日は

宜しくお願い致します。」 

「皆さんこんにちは、JEF ユナイテッド市原千葉で選手をやっ

ている鳥海晃司と言います。ポジションはセンターバックと

いう、守備で一番後ろのところをやっています。今日は短い

時間ではありますが、宜しくお願い致します。」 

≪イケメン Ｊリーガ－ 鳥海晃司さん！≫ 



高梨：鳥海選手は木更津市中里出身なんですが、小さい頃は

どんな遊びをしていましたか？ 

鳥海：第一小学校出身なんですが、その近くの駄菓子屋のや

まさでお菓子を食べたり、近辺で鬼ごっこしたりして

遊んでいました。 

高梨：現在千葉に住んでいるそうですが、木更津に帰って来

たときは何をしたりしてますか？ 

鳥海：アウトレットで買い物をしたり、釣りが好きなので、

中の島大橋まで行ったりして、釣りを楽しんでます。 

高梨：先日、渡辺市長から、木更津ふる里応援団に任命され

ましたが、今後どういう形で、この木更津市を PR して

行きたいと思っていますか？ 

鳥海：自分は木更津出身の J リーガーということで、任命さ

れました。現在所属チームである JEF は、J2 リーグで

あります。僕がこのチームでもっと活躍し、J1 リーグ

に昇格するとメディアにでる機会も増えるので、そこ

で木更津の PR をしていきたいと思ってます。 

高梨：今後木更津の町はどうなって行って欲しいと思ってい

ますか？ 

鳥海：木更津駅前が少し寂しいと言うのを聞いたり、どんど

んシャッターが閉まっていくのを小さいころからみて

いて、少しでも活気を取り戻せたらと思っています。 

高梨：J リーグデビューの時、開幕戦 DF 選手に退場選手が出

たことで、急遽出場となったわけですが、その時準備

とかしていましたか？ 

鳥海：結果から言うと、準備はしていませんでした。退場し

た選手は前半 12 分で退場してしまいました。こんな早

く退場することはめったにないことなので、全く準備

はしておりませんでした。ベンチには入っていたので、

チームが勝っていたら「でれたらいいなあ。」とは考え

ていました。出場した時は、緊張よりも、どうにかし

なくてはと言う気持ちのほうが強く、テンパってしま

いました。 

高梨：その次の2試合目から先発出場をはたしたわけですが、

その時の気持ちは？ 

鳥海：小学校の頃から市原臨海球技場や福田電子アリーナを

みてきたので、いざ自分がその舞台に立つという意味

を考えた時に、寝れないぐらい緊張しました。 

高梨：その緊張はいつまでしていました？ 

鳥海：試合前までは緊張していましたが、試合が始まったら

もうやるしかないという気持ちのほうが強く、緊張は

解けました。 

高梨：鳥海選手は高校から大学をはさんで、プロになってお

りますが、実際すぐにプロになれなかったくやしさと

かありますか？ 

鳥海：高校を卒業してすぐにプロになれなかったくやしさは

ありました。 

高梨：大学に進みそこでサッカーをしていたわけですが、当

時就活をしていたと言う話を聞いたんですが、どうし

てですか？ 

鳥海：私は明治大学だったんですが、プロに行く人も全員就

活をしなくてはいけなかったんです。これは監督の意

向で、「もっと広い世界をみてこい、サッカーに通ずる

ものがある。」ということと、自分自身大学でサッカー

を辞めようと思っていたので、本気で就活していまし

た。 

高梨：内定ももらっていたそうですが。 

鳥海：内定をもらったと同時期くらいに JEF からのオファー

もあり、同時に進めていた感じです。 

高梨：悩みました？ 

鳥海：めちゃめちゃ悩みました。就活していていろいろ得た

ものがありました。その経験は、プロを終えた時でも

使えるんではないかと思い、ならば今しかできないサ

ッカーを選びました。 

高梨：ご両親とかにその時相談しましたか？ 

鳥海：両親には全く相談しませんでした。両親は JEF に入団

した時に Twitter をみてプロになったことを知りま

した。 

高梨：プロになって一番厳しい世界だなあって感じるところ

はなんですか？ 

鳥海：直接的なことを言うのならばお金のことですが、勝っ

た時の勝利給というのがあるのですが、負けたらもら

えませんし、自分は守備の選手ですが、私のせいで失

点してしまい負けてしまったら、チームメンバー全員

が勝利給をもらえないわけですから、その家庭にまで

影響してくるというその責任の重さがあることがとて

も厳しい世界なんだと思います。 

高梨：プロとして成功するのに何が大事だと思いますか？ 

鳥海：私はサッカーしかしていないので、狭いのですが、24

時間の時間の使い方が大事だと思っています。どれだ

けサッカーと向き合えるかが大事で、それは食事であ

ったり、睡眠であったり、休日の過ごし方一つとって

も、これをサッカーから逆算して、どこまで追求して

できるかが、成功するかしないかの分かれ目だと思っ

ています。 

高梨：プロサッカー選手として JEF に入ったわけですが、そ

こで鳥海選手が出会った憧れの人物について教えてく

ださい。 

鳥海：同じチームの佐藤勇人選手です。佐藤選手は現在 36 歳

で、私が小学校の頃から憧れていた選手です。現在同

じフィールドにたち、一緒にプレーしていますが、と

ても不思議な気持ちでやってます。 

高梨：最後に自分のどんなところをみて欲しいですか？ 

鳥海：私は守備の選手なので、失点を減らすために気持ちの

入った熱いプレーをみて欲しいです。最後の相手のシ

ュートを体を張って守ったりとかは、観に来てくれる

お客さんも好きだと思いますし、そういうことを意識

しながら 1 試合 1 試合を大事に積み重ね、失点を減ら

し J1 に昇格を目指し、プレーをしていきたいと思って

ます。本日はありがとうございました。 
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点鐘 渡邉元貴会長 13:30 

≪出席者全員へサインのプレゼント！！≫ 

 


